
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魅力化と生徒の成長 

吉賀高等学校 校長 齋藤雅典  

 授業参観の機会がありました。暑い日でしたが、教室の生徒たちはいい雰囲気で学習していました。

実は、この日の前日から教室のエアコン使用が始まっています。１年前のことを思い出します。急に

やってきた猛烈な暑さに、学校全体が苛立つようなことがありました。なんとかならないものかと当

時のＰＴＡ会長に相談し、家庭用のものなら設置することができそうだということになり、３年生教

室から段階的に設置していただいたものです。あれから１年、再び暑い夏がやってきた今、心から良

かったと感じています。保護者の皆様やお世話を頂いた業者の方に感謝いたします。 

 私が赴任した平成２５年度、「たくさんの中学生が吉賀高校を希望するためにこんなことができれ

ばいいのではないか。」と、いろいろなことが話題になりました。エアコン設置もそのひとつです。

また、グランドの夜間照明についても話題にあがりましたが、昨年、地域の方のご尽力で改善しまし

た。屋外の部活動が、日暮れの早い冬期も学校で練習をすることができるようになっています。さら

に、施設整備とは別のことになりますが、町の支援で実現したバス通学者への回数券支給や、部活動

終了時刻に合わせたバス運行も、長年の念願が実現したものです。 

 私は魅力化の取り組みの中で、以上のようなことは条件整備だと考えています。エアコンの効いた

教室で、生徒たちが、生き生きと、意欲的に勉強を続けて、多くのものを身につけた人に成長してこ

そ、魅力化が進んだといえます。魅力化のバロメーターは、いわば成長する生徒の姿です。 

 そうした中、いくつかの魅力化の種が芽吹いていることをお知らせします。１年生の多くが部活動

に参加し、活動が活発になりました。バレーボール部の復活もその一つです。また、校内にゴミが少

なくなりました。今まで廊下にあったゴミ箱を小さなものに変えて、教室の中に設置しました。自分

が持ち込んだゴミは自分の責任で持ち帰るようにと指導しています。さらに、家庭学習時間が増えて

います。６月の調査結果にその傾向がはっきりと現れました。進路決定が目前の３年生だけでなく、

１年生がよく勉強していることが目立ちます。最近、学年を問わず、朝早く登校して勉強する生徒の

姿を見かけるようになりました。 

 そして、陸上競技部とサッカー部が中国大会に出場するということもありました。これにあたって

は、町長と振興会長から激励金を頂きました。また、吉賀町サッカー連盟が町内や日原に横断幕を掲

げて下さいました。萩市で行われたサッカー部の試合当日には、吉賀町のバスに乗って大勢の方が応

援に来られました。生徒たちはこの経験をきっと忘れないことと思います。また、こうした経験は必

ず生徒の成長につながるはずです。 

 いろいろな条件が整いつつある中、私たちは、生徒たちが多くのことを身につけ、魅力的な青年に

育つことをめざして、

これからも努力を続け

たいと思います。 

 

 

 

 

 

生徒総会にて生徒会執行部の役員交代が行われ、2 年生を中心とした新役員が決定しました。生徒

会執行部は次のメンバーです。新役員は、吉賀高校をますます活気あるものにしようと意気込んでい

ます。9 月のよしか祭をはじめ、新役員が企画・運営する行事や諸活動にご期待下さい。 

〈生徒会執行部役員〉 

生徒会長：松田孝頼  副会長：石井恒星  総務：山口翔  書記：泉文媛  会計：岡本悠 

文化・放送委員長：中田帆南 体育委員長：山口航洋 保健委員長：澄川結菜 図書委員長：正中かおり 

【新生徒会長新任の挨拶】２年 松田孝頼                 〈新役員挨拶の様子〉 

今年度の生徒会執行部の活動目標は「全校生徒が充実した学校生活を送れ

るようにする」です。よしか祭等の行事では、全校で盛り上がれるように、

企画・運営をする一方で、日々の学校生活での、勉強・部活も今以上にさら

に頑張れる吉高生を目指して、まずは執行部が模範となれるようにしていき

たいと考えています。 

まずは、大きな行事として、よしか祭があります。今年のよしか祭のテー

マは「百花繚乱～bloom our gifts～」です。”gift”には、才能・贈り物という意味があります。

学園祭は、生徒＋教職員約 100 名の吉賀高校のメンバー各々が、それぞれの才能を開花・発揮して

作り上げていくものだと考え、このテーマに決定しました。また吉高生が頑張っている姿を地域の

方々にみてもらうことが、地域が元気になる贈り物になるだろうという意味も込めました。みんなで

学園祭を作り上げていきましょう。 

 まだ生徒会長として、未熟で慣れていないことばかりですが、生徒会長としての自覚と責任を持ち、

生徒会メンバーとともに、吉賀高校を盛り上げていきたいと思うので、協力よろしくお願いします。 

【旧生徒会長退任の挨拶】３年 吉村諒太 

この１年間を振り返ってみると、様々なことがありました。その中でも、一番大変だったことは、

情報モラルの成果発表会でした。この取り組みはこれまで生徒会では行っておらず、私たちが初めて

取り組みました。ちょうど生徒会誌「盛岳」の作成と並行してやらなくてはならない時期で、目が回

るほど忙しかったこと、また発表に使うために撮ったムービーを一週間前に撮り直すことになり、前

日の夜１０時まで編集作業に追われ、何とか無事に発表にこぎつけ、成功させることができたことな

ど、今となってはいい思い出です。（正直、当時は本気で生徒会長をやめたかったです…） 

 また元々、人前での挨拶は苦手で、本当に会長が務まるのか不安も多かったですが、生徒会メンバ

ーや先輩、先生方と多くの方々に助けてもらいながら、何とかやりきることができたと思います。 

至らない点も多々あったと思いますが、新生徒会長を中心に新生徒会メンバーが改善していってく

れることを期待しています。今までありがとうございました。 

 

 

 

6 月 18 日（木）の７限に１・３年生を対象として、人権・同和教育ホームルームの公開授業を実

施しました。1 年生は「人間関係づくり」をテーマにして、インタビューゲームなどを通じて、もの

の見方や考え方は一人ひとり違うものであることを理解しました。最後にみんなの意見を発表して、

考えを共有することで、お互いの違いを認め合える人間関係を築くことの大切さを学びました。 

3 年生は「就職差別から学ぶ」として、生徒たちが将来体験する面接試験

について、就職希望の高校生を想定した模擬面接を設定して授業を展開しま

した。面接の中での不適切な質問について、何が人権侵害にあたるのか、何

故不適切なのかを指摘し、自らの「差別を見抜く目」を養い、差別解消に向

けての意欲を高めました。            〈写真は３年生ＨＲの様子〉 

人 権 ・ 同 和 教 育 Ｈ Ｒ －心の扉－ 

学校通信 第６４号 （通算 1５０号） 

 

島根県立吉賀高等学校 〒699-5522 鹿足郡吉賀町七日市 937  

電話 (0856)78－0029  FAX (0856)78－0742  
 

 

校
訓 

努 

力 

創 

造 

至 

誠 HP アドレス http://yoshika.ed.jp/ 

新 旧 生 徒 会 執 行 部 役 員 交 代 

 エアコン

↓  

 ゴミ箱  ↑

 役場近くの横断幕



 

 

 

７月８日（水）に益田地区総体が益田市民体育館にて行われ、球技大会で勝ち上がったメンバーが

代表選手として出場しました。その結果、日頃の体育での練習成果を存分に発揮し、出場 4 種目中 3

種目優勝という快挙を成し遂げました。競技への集中力や勝利への貪欲な姿勢、チームメイトを応援

する姿勢など、大変素晴らしかったです。吉賀高校の誇りとなる試合をしてくれました。 

【益田市総体結果】 

男子バスケットボール 1 回戦敗退（１回戦：吉賀×－○津和野） 

男子バレーボール   優勝（１回戦：吉賀○－×益田東 準決勝：吉賀○－×津和野 決勝：吉賀○－×明誠） 

女子バスケットボール 優勝（準決勝：吉賀○－×明誠 決勝：吉賀○－×益田） 

女子バレーボール   優勝（準決勝：吉賀○－×益田翔陽 決勝：吉賀○－×明誠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈吉賀高校代表の精鋭たち〉         〈男子バレー優勝！〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈女子バレー優勝！〉         〈女子バスケット優勝！〉 

 

 

 

サッカー部 

・大会名    第２回全日本ユース(U18)フットサル大会中国地域大会 

・期日 場所   ７月５日(日)  萩市民体育館     

・出場選手     吉賀高校サッカー部 １７名  

・結  果  〈予選リーグ戦 Ａグループ〉１位  → 優勝決定戦に進出。 

                    吉賀高校 ４－３ Futbal Okayama（岡山県代表）で勝利。 

           吉賀高校 ８－０  熊毛南高校（山口県代表）で勝利。   

             〈優勝決定戦〉 

           吉賀高校 ０－７ 作陽高校（岡山県代表）で敗退し、２位。 

【顧問のコメント】全国大会出場まであと一歩というとこ

ろでしたが、残念ながら強豪作陽高校に敗れました。しか

し、中国大会という舞台で予選リーグを勝ち抜いたこと

で、選手たちは大きな自信と経験を得たのではないかと思

います。山口の地にも関わらず、当日の応援にもたくさん

の方に来ていただき、ホームゲームのような応援をもら

い、選手たちも気持ち良くプレーできたと思います。これ

も町や学校、地域の支援のおかげだと感謝しています。今

後もさらに練習を積み、この地域の誇りとなれるように頑

張りたいと思いますので、引き続きご支援・ご声援をお願いいたします。 

  陸上部

２年生澄川結菜さんが、第６８回中国高等学校陸上競技対校選

手権大会の円盤投げに島根県代表として出場しました。 

【顧問のコメント】今回は記録が伸びず残念な結果となりました

が、レベルの高い選手を見てとても勉強になりました。９月にあ

る新人戦でも、上位大会に出場できるように、練習を重ねて頑張

っていきたいと思います。応援ありがとうございました。 

 

 
〈白熱した校内球技大会の様子〉 

【校内球技大会結果】 

男子バレーボール 優勝 ３年生Ａチーム    男子バスケットボール 優勝 ３年生Ａチーム 

女子バレーボール 優勝 ３年生Ａチーム    女子バスケットボール 優勝 １年生Ａチーム 

今 年 も 益 田 市 総 体 で 大 活 躍 ！ 中 国 大 会 結 果 

中高一貫教育だより  -吉賀地域中高一貫教育事務局(島根県立吉賀高等学校内) – 

１学期を終えるにあたって 

 平成２７年度がスタートして早いものでもう１学期が終わります。この間中高一貫教育として吉賀高

校と町内４中学校とが連携し、数・英を中心とした授業交流、吉賀高校１日体験入学、合同職員会議な

ど、いろいろな活動が行われました。ご協力いただきありがとうございました。同時に私たちは、常に

この活動がどうであったかふり返る必要があります。中高一貫教育をさらに良いものにしていくために

教職員の皆様、保護者・地域の皆様からのご意見をいただけたらと思います。以下のような観点で見て

いただければと思いますのでよろしくお願いします。 

   ○中高一貫教育の目指す生徒像に沿ったものになっていたか。 

   ○中高の教職員の連携が密に取れていたか。 

   ○ＰＲは十分におこなわれていたか。 

中高一貫教育コーディネーター 春日亮二（吉賀中学校） 

                        ０８５６－７８－００３０ 


